
〈
研

究

論

文

７

〉

ポ
イ
エ
シ
ス
と
し
て
の
実
存

―
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
西
田
幾
多
郎
の
技
術
論
の
意
義
―

序

本
稿
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
西
田
幾
多
郎
の
後
期
思
想
の
内

に
共
通
の
問
題
意
識
を
見
出
し
、
そ
れ
が
今
日
の
我
々
に
と

っ
て
持
つ
意
義

を
吟
味
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
両
者
間
に
直

接
の
思
想
的
交
流

は
な
く
、

ハ
イ
デ

ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
の
諸
概
念
に

関
す
る
批
判
が
西
田
の
あ

る
時
期
の
著
作
の
内
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
と

い
う
こ
の
時
期
は
西
田
が
場
所
の
論
理
の
具

体
化
直
接
化
を
試
み
た
後
期
思
想
へ
の
移
行
期
に
当
た

っ
て
お
り
、
そ
の
批

判
も
後
期
思
想
の
形
成
の
鍵
を
握
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
同
じ
時

期
に

ハ
イ
デ

ガ
ー
も
後
期
思
想
へ
の
展
開
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
の
一
九
三

〇

年
代
以

降
の
両
者
の
思
想
展
開
を
比
較
す
る
と
。
一
見
別
々
の
課
題
を
抱

え

別
々
の
道
を
歩
ん
だ
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
明
ら
か
に
同
じ
問

相
　

楽
　
　
　

勉

題

に
直
面
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
唆
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
ポ

イ

エ
シ
ス
」
で
あ

る
。

こ
の
「
ポ
イ

エ
シ
ス
」
と
い
う
語

は
後
期
西
田
の
基
本
術
語
と
看
做
し
う

る
も
の
で
、
「
行
為
的
自
己
」

の
立
場

を
宣
言
し

た

『
哲
学
の
根
本
問
題
』

（
一
九
三
三
、
三
四
年
執
筆
）
以
降
最
晩
年
の
著
作
に
至
る
ま
で
頻
出
す
る
語

で

あ
る
。
一
方
、

ハ
イ
デ

ガ
ー
に
お
い
て

「
ポ
イ

エ

シ
ス
」
が
は

っ
き
り
し

た
主
題
と
な

る
の

は
『
技
術
へ
の
問
い
』
（
一
九
五
三
年
）
で
あ

る
が
、
実

は

こ
の
語
は
既

に
後
期
思
想
の
輪
郭
を
示
し

た
『
哲
学
へ
の
寄
与
』
（
一
九
三
六

上

二
八
年
）
に
登
場
し
て

お
り
、
彼
の
最

初
期
の
哲
学

的
問
い

に
さ
え
関

わ

る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
彼
ら

の
こ

の
「
ポ
イ

エ

シ
ス
」
へ
の
問
い
の
背

後
に
は
、
「
技
術
」
の
支
配
的
な
時
代
趨
勢

に
ど
う
態

度
を
取

る
か
と

い
う

歴
史
的
問
題
意
識
が
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。
両
者

は
こ
の
問
題
に
対

応
す
る

た
め
に
「
ポ
イ

エ
シ
ス
」
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
的
概
念
に
立
ち
返
り
、



彼
ら
の
直
面
し
た
「
現
代

」
を
古
代
ギ
リ

シ
ア
と
の
対
比

に
お
い
て

捉
え

よ

う
と
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
ま
ず
ハ
イ

デ

ガ
ー
と
西

田
両
者
の
思

索
の
出

発
点
に
お

い
て
彼
ら
が
抱
え
て

い
た
課
題

と
、
彼
ら
の
後
期
思
想
に
お
い
て

表
面

化
す

る
「

ポ
イ

エ

シ
ス
」

問
題
と

の
関

わ
り
を
振
り
返

り
、

そ
の
上

で
彼

ら

の

「
技
術
論
」

の
核
心
と
そ
の
意
義
を

比
較
し

つ
つ
考
え
た

い
。

最
後

に
、
両

者
の

ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
解
釈
を
振

り
返
り

な
が
ら
、
彼

ら

が
「
ポ
イ

エ

シ

ス
」
の
問
題
を
通
じ
て

考
え
よ

う
と
し

た
こ
と
が
何
だ
っ
た
か
を
考
え

る
こ

と
に
し
た
い
。一

　

ハ
イ

デ

ガ

ー

と
西

田

に

と

っ
て

の

「
ポ

イ

エ

シ
ス

」

問

題

1
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
の
ポ
イ
エ
シ
ス
問
題

最
初
に
、

ハ
イ

デ
ガ
ー
に
と

っ
て
「
ポ
イ
エ

シ
ス
」

の
問
題
が

、
彼

の
哲

学
的
問
い
の
端
緒

に
も
関

わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と

を
明
ら

か
に
し

た
上
で

、

こ
の
問
題

が
彼

の
後
期
思
想

に
と

っ
て
持

つ
意
味

を
考
え

る
こ
と

に
す

る
。

『
存
在
と

時
間
』
（
一
九
二
七
年
）
以

前
の
彼
の
講
義
録
や

草
稿
類

か
ら
明
ら

か
に
な
る
こ
と

は
、

ハ
イ

デ
ガ
ー
に
と

っ
て

の
「
哲
学
」
が
、
学
問
と

い
う

形

に
結
晶
し
て

い
る
人
間
の
様

々
な
知
的
営
為
の
意
味
を
、
我

々
自
身

の
生

（
L
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
）
の
自
己
解
釈
を
通
し
て
朋
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ

と

で
あ

る
。
『
存

在

と
時
間
』

構

想
の

最
初

の
青
写

真
と

見
ら

れ

る
草

稿

「
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
現
象

学
的
解
釈
」
（
以
下
「
ナ
ト
ル
プ
報
告
」
と
略
記
）

で

は

、
「

哲

学

的

な

問

い

の

根

本

方

向

は

、

事

実

的

生

の

根

本

活

動

性

（
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｂ
ｅ
w
ｅ
ｇ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉｔ
）

を

明

確

に

把

握

す

る

こ

と

と

し

て

理

解

さ

れ

ね

ば

な
ら
な
い
」
（
Ｎ
,
ｐ
.
２
３
８
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
は
二
つ

の

困

難

に

直

面

す

る

。

一

つ

は

「
本

来

各

自

の

生

で

あ

る

筈

の

事

実

的

生

が

大

抵

自

分

の

生

と

し

て

生

き

ら

れ

な

い

」

あ

る

い

は

「
生

が

自

分

自

身

を

避

け

て

行

く

」

退

落

傾

向

に

よ

っ

て

妨

げ

ら

れ

る

と

い

う

困

難

（
Ｎ
．ｐ
.２
４
３
）

で

あ

り

、

も

う

一

つ

は

我

々

の

「
事

実

的

生

」

を

把

握

し

語

る

こ

と

に

関

す

る

困

難

で

あ

る

。

ハ

イ

デ

ガ

ー

は

後

者

の

困

難

を

、

今

日

の

哲

学

が

未

だ

「

ギ

リ
シ
ア
的
な
概
念
構
成
に
留
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
に
見
る
（
N
,
p
.
2
4
9
）
。
つ

ま

り

、

我

々

の

生

に

固

有

な

存

在

様

式

の

把

握

を

困

難

に

し

て

い

る

の

は

、

ギ

リ

シ

ア

以

来

の

伝

統

的

な

「

存

在

」

理

解

の

仕

方

な

の

だ

と

言

う

。

例

え

ば

、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

に

と

っ

て

「

制

作

す

る

（

ポ

イ

エ

シ

ス

）

と

い

う

物

に

関

わ

る

活

動

性

（
Ｂ
ｅ
w

ｅ
ｇ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉｔ
）

に

お

い

て

作

ら

れ

た

も

の

、

使

用

傾

向

に

沿

っ

て

利

用

し

得

る

よ

う

に

目

の

前

に

用

意

さ

れ

た

も

の

が

、

存

在

す

る

も

の

」

で

あ

り

、
「

存

在

す

る

と

は

、

制

作

さ

れ

て

い

る

こ

と

（
Ｈ
ｅ
ｒ
-

ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｔ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
）
を
意
味
す
る
」
（
Ｎ
,
ｐ
.
２
５
３
)
の
で
あ
る
。
こ
の
制
作
の
観
点

か

ら

見

ら

れ

た

存

在

者

が

、

完

成

さ

れ

た

「

そ

の

形

相

（
Ａ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ

，

ｅ
ｉ
ｄ
ｏ
ｓ
)
　
に
関
し
て
語
ら
れ
」
、
「
言
明
、
論
述
　
（
A
n
-
ｕ
ｎ
ｄ

Ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
　
」
に
お
い
て
把
握
さ
れ
、
不
変
の
存
在
性
（
ウ
ー
シ
ア
）
と

し

て

確

保

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

よ

う

な

存

在

へ

の

着

眼

点

と

存

在

把

握

の

仕

方

が

「

人

間

的

生

」

の

存

在

論

を

狭

隘

化

し

た

と

ハ

イ

デ

ガ

ー

は

考

え

る

。



こ
の

「
制
作
」
的
存
在
了
解

批
判

を
念
頭
に
お
く
な
ら
、
『
存
在

と
時
間
』

の
現
存
在
分
析
論
が
道
具
の
使
用

や
制
作
行
為

の
分
析
か
ら
開

始
さ
れ
て
い

る
理
由
も
理
解
で
き
る
。
だ
が

こ
の
批
判

が
、
人
間
的
生
を
「
制
作
」

と
の

関

連
で
考
え
る
こ
と
自
体
の
否
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
、
「
制
作
的
関
わ
り
」

に
お

い
て
経
験

さ
れ
る
存
在
者

が
、

「
使
用
す
る
関
わ
り
」
に
お

い
て
既

に

「
本
源

的
」
に
経

験
さ
れ
な
く

な
る

と
い
う
可
能
性
が
あ
り
、
実
際
こ
の
方
向
で
存
在
理
解
が
為
さ
れ
て
し
ま

っ

て
い
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
（
N
,
p
.
2
6
8
）
。
こ
の
批
判
の
本
来
の

意
図
は
、
我

々
自
身
の
生
の
運
動
そ
の
も
の
か
ら
汲
み
取
ら
れ
た
観
点
か
ら
、

存
在
と
そ
の
把
握
の
仕
方
を
見
直
す
こ
と
だ

っ
た
。

そ
の
一
端

は
「
ナ
ト
ル
プ
報
告
」
に
お
け
る

『
二
コ

マ
コ
ス
倫
理
学
』
第

六
巻
の

「
知
的
徳

（
デ
ィ
ア
ノ
イ
ア
の
ア

レ
テ

ー
）
」
の
解
釈
に
見
ら
れ
る
。

ハ
イ

デ

ガ
ー
は
、
「
テ

ク
ネ
ー
」
（
技
術
）
「

エ
ピ
ス
テ

ー

メ
ー
」
（
学

知
）

「
プ

ロ
ネ

ー

シ
ス
」
（
思
慮
）
「
ソ

フ
ィ
ア
」
（
知
恵
）
「
ヌ
ー
ス
」
（
直
知
）
と

い
う
五

つ
の
徳
の
う
ち

「
ヌ
ー
ス
」
を
他
の
四

つ
の
根
底

に
潜
む

「
光
源
」

と
解
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
的
生

の
諸
側
面

を
統

一
的

に
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
（
Ｎ
,
ｐ
.
２
５
５
）
　
が
、
こ
の
「
ヌ
ー
ス
」
が
『
存
在
と
時
間
』
で
は

「
時
間
性
」
と
解
さ
れ
て
、
実
存
の
諸
様
態
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ

る
。
特
に
「
先
駆

的
決
意
性
」

に
お
い
て

開
示

さ
れ
る
本
来
的
歴
史
的

実
存

は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で

は
相
対

的
な
こ
と
に
関
わ
る
徳
と
し
て

二
次

的
位

置
付
け
し
か
与

え
ら
れ

な
か
っ
た
プ

ロ
ネ
ー

シ
ス
の
捉
え
返
し
と

考
え

ら
れ

る
。
で
は
、
プ
ラ

ク
シ
ス
（
実

践
）

の
徳
と
さ
れ
る
こ

の
プ
ロ
ネ

ー

シ

ス
に

対

し

、

ポ

イ

エ

シ
ス
　
（
制

作
）

の

徳

た

る
テ

ク
ネ

ー

に

つ

い
て

は
ど

う

な

の

か
。

確

か

に

「
道

具

的

存

在

者

（
Ｚ
ｕ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
）

の

「
配

慮

」
（
Ｂ
ｅ
-

ｓ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
）
の
時
間
性
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
S
Z
,
■
6
9
(
a
)
）
。
し
か

し

、

知

的

徳

で

あ

る

よ

う

な

本

来

的

制

作

経

験

に

つ

い
て

は

何
ら

触
れ

ら

れ

て

い
な

い
。

こ

の

こ

と

は

現

存

在

の

実

存

論

的
分

析

に
残

さ

れ

た
問

題

だ
と

言

え

る
。

ア
リ

ス

ト
テ

レ

ス
に

お

け

る

プ

ラ

ク

シ
ス
と

ポ

イ

エ

シ
ス

の
区

別

が

、

私

的

生

活

を

支

え

る

生

産

活

動

と

ポ

リ

ス

に

お
け

る
公

的

政

治
活

動

の

区

別

か
ら

考

え

ら

れ

た

こ

と

、

そ

し

て

徳

と

し
て

後

者

が

優

位

を

持

つ

こ

と

は
自

明

で

あ

る
。

だ

が

、

ハ
イ

デ

ガ
ー

が

当

面
し

た
時

代

は

両

者

の
区

別

が

自

明

で

あ

る
ポ

リ

ス
の

時

代

で

は

な

く

、

ま

さ

に
生

産

、

制

作

が
公

的

な
問

題

で

も

あ

る
時

代

で

あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

本

来

的
実

存

を

問

題

に
す

る

際

に

日

常

的

な

道

具

の

使

用

や

制

作

か

ら

巨

大

産

業

に

至

る

人

間

の

「
ポ

イ

エ

シ

ス
」
的
な
お
り
方
と
、
他
者
に
関
わ
り
社
会
に
関
わ
る
「
プ
ラ
ク
シ
ス
」
的

な

お

り

方

相

互

の

関

係

を

ど

う

考

え

る

か

は

、

大
き

な
問

題

と

な

ら

ざ

る

を

得

な

い
。

『
存
在

と
時

間

』

以

後

の

ハ
イ

デ

ガ
ー

の

思

索

に

お

い
て

、

こ

の

問

題

は

ま

ず

芸
術

論

と

い

う
装

い
を

持

っ
て

現

わ

れ

る
。

一

九

三
五

年

の
講

演

に
基

づ

く
論
文
『
芸
術
作
品
の
根
源
』
（
G
A
5
）
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
芸
術
作
品
の

存

在

を
歴

史

の

創
建

（
Ｓ
ｔ
ｉ
ｆｔｕ
ｎ
ｇ
）

に

関

わ

る
も

の
と

し

て

考
え

て

い

る
。

作

品

を

作

品

た
ら

し

め

る

の

は
、

創
作

者

の
孤

独

な

創

作

だ
け

で

は
な

い
。

そ
れ
を
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
「
見
守
る
（
ｂ
ｅ
w
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
）
　
」
こ
と
が
不
可
欠

だ

と

言

う

の

で

あ

る
。

こ

こ
で

『
存
在

と

時

間

』

で

は

論
じ

ら

れ

な

か

っ

た



「
本

来

的

」

な

制

作

（
ポ

イ

エ

シ

ス
）

が

考

え

ら

れ

て

い

る
。

そ

し

て

、

こ

こ
で

は
ま

だ

ポ

イ

エ

シ
ス
と

プ

ラ

ク

シ
ス

の
幸

福

な

出

会

い
が

考
え

ら

れ
て

い

る

の
で

あ

る
。

と

こ

ろ
が

、

そ

の
翌

年

に
書

か
れ

始

め

た

『
哲

学

へ

の
寄

与

』
（
Ｇ
Ａ
６
５
）

で

主

に

話

題

に

な

っ

て

い

る

の

は
、
「
芸

術

の

喪

失

（
Ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
ｌｏ
ｓ
ｉｇ
ｋ
ｅ
ｉｔ
）
」

で

あ

り

「
芸

術

な
き

時

代

」

で

あ

る
。

そ

し

て

、

こ

の
芸

術

の
本

質

の
誤

解

や

芸

術

の
産

業

化

（
Ｂ
ｅ
ｔｒ
ｉｅ
ｂ
）

の

背

景

に

「
技

術

」

問

題

が

関

わ

っ
て

い

る

こ

と

が
示

唆

さ

れ
て

い

る
。

『
哲

学

へ

の
寄

与

』

の

「
鳴

り

始

め
」
（
Ａ
ｎ
ｋ
ｌａ
ｎ
ｇ
）

と

題

さ

れ

た

草

稿

群

に

お

い
て

、

生

産

さ

れ

る
存

在

者
ば

か
り

が

考

え

ら

れ

、

そ

の
存

在

の

意
味

が

忘

れ

ら

れ

る

と

い

う

危

機

的

状

況

の

根

底

に

、
「
作

為

性

Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
」
と
い
う
存
在
現
象
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
「
こ
の
名
称
は
作

る
（
ポ
イ
エ
シ
ス
、
テ
ク
ネ
ー
）
を
指
示
す
る
」
（
Ｇ
Ａ
６
５
,
　
ｐ
.
 
１
２
６
）
と
言
わ

れ

て

い

る

。

こ

の

「
作

為

性

」

と

言

う

言
葉

で

考

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

『
存

在

と

時

間

』

当

時

の
制

作

批

判

と

決

定

的

に

異

な

る

の

は

、

そ

れ

が

単

に
人

間

的

生

の
自

己

忘

却

に
帰

せ
ら

れ

ず

、

む

し

ろ

歴

史

的

な

存
在

の

「
現

わ
れ
方
（
Ｗ
ｅ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
（
a
.
a
.
O
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば

「
自

然

」

を

自

己

形

成

す

る

働
き

と

理
解

す

る
こ

と

と

。
「
自

然

」

を

操

作
可

能

な

も

の
と

し

て

操

作

す

る

こ

と

は

、
ど

ち

ら

も

「
作

為

性

」

と

い

う
歴

史

的

存

在

の
現

わ

れ

に
基

づ
く

。

そ
れ

は

我

々

の
個

人

的

な

「
作

為

」

に

よ

っ

て

簡

単

に
変

え

る
こ

と

が

で

き

な

い

よ
う

な

歴

史

的

動

向

で

あ

る
。

こ

う

い
う

経

緯

か
ら

考
え

る

と
、

戦

後

の

一
九

四

九

年

に
な

さ
れ

た

連
続

講

演

『
あ

る

と

言

え

る
も

の

へ

の
観

入

』
（
Ｇ
Ａ
７
９
）
で

の

中

心

テ

ー

マ
で

あ

り
、
後

に

『
技

術
へ

の
問

い
』
（
一
九
五
三
年
）
と

い
う
著

作

に
結
実
し

た

「
技
術
論
」

は
、
彼

の
後
期
思
想

の
核

心
的
問
題
で

あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
論
文
こ
そ

は
、
人
間
の
存
在
、
実
存

の
可
能
性
を
、

ポ
イ

エ
シ
ス
か
ら

考
え
直
す

ハ
イ

デ
ガ
ー
の
思
索
の
大
き
な
里
程
標

に
な
る
も

の
だ
と
言
え

る
。

だ
が
、

ハ
イ

デ
ガ
ー
の
技
術
論
を
論
じ
る
前

に
、
西
田

に
お
け
る

ポ
イ
エ

シ

ス
理
解
を
見
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
西
田
の
ポ
イ
エ
シ
ス
概
念

西
田

の
哲
学

的
出
発

点
と
な

っ
た
問
題

は
「
純
粋
経
験
」
で
あ
る
。
こ
の

問
題
関
心
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
ほ
ど
は
っ
き
り
し

た
も
の
で

は
な

い
が
、
精
神
と
身
体
、
主
観
と
客
観
の
区
別
を
前
提
と
し

た

西
洋
近
代
の
思
想

の
批
判
で
あ
ろ
う
。
彼

は
そ
れ
を

ハ
イ
デ

ガ
ー
の
よ
う
な

西
洋
思
想
の
歴
史

の
批
判
と
い
う
形
で

は
な
く
、
実
在
経
験
の
論
理
化
の
可

能
性
の
探
究
と

い
う
形
で

行
っ
た
と
言
え

る
。
「
場
所

の
論
理
」
が

そ
の
一

つ

の
到
達

点
だ
が

、
西
田

に
よ
れ
ば
さ
ら

に
そ
れ
を

「
具
体
化
」
す
る
必
要

が
あ

っ
た
。
そ

こ
で

登
場
す
る
の
が
「
行
為

的
自
己
」
な

い
し
「
行
為
的
直

観
」
で
あ
り

、
「
ポ
イ

エ

シ
ス
」

の
立
場
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で

は
ま
ず

『
哲

学

の
根
本
問
題
』

の
「
綜
説
」
に
表
明
さ
れ

る
「
行
為
的
自
己
の
立
場
」

の

意
味
を
明
ら

か
に
し
、
そ
こ
か
ら
展
開
し
て
く

る
西
田
の
「

ポ
イ

エ
シ
ス
」

概
念
の
要
諦

に
迫

り
た
い
。

ま
ず
、
西
田
が

「
行
為
的
自
己
の
立
場
」
と
言
う
時
の
「
行
為
」
で
あ
る

が
、
そ
れ

は
従
来

「
実
践
」
と
か
「
意
志
」

の
立
場
と
呼
ば
れ
た
も
の
と

は

違
う
。
西
田

は
、
従
来
の
哲
学
は
「
主
知
主
義
的
立
場
を
脱
し
て
い
な
い
」



の
で

「
未
だ
嘗
て
一
度
も
行
為
的
自
己

の
立
場

に
立
っ
て
考
え
ら
れ
た
こ
と

が
な
い
と
思
は
れ
る
」
（
七
、
p
1
7
3
)
と
言
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
「
実
践
」

を
問
題

に
し
て
も
。
私
と
物
と
社
会
の
関
係
と

い
う
よ
う
に
対
象
的

に
見
る

な
ら
、
結
局
私
に
ど
う
理
解
さ
れ
る

か
と

い
う
知
の
問
題
に
な

っ
て
し
ま
う
。

デ
ィ
ル

タ
イ
や

ハ
イ
デ

ガ
ー
の
「
了
解
」
概
念
が
批
判
さ
れ
る
の
も
同
じ
理

由
に
よ

る
。
私
に
了
解
さ
れ
る
限
り
で

の
世
界
が
問
題

に
な
る
限
り
、
そ
の

世
界
は
主
観
の
構
成
す
る
客
観
と

い
う
性
格
を
持
ち
つ
づ
け
る
の
で
あ
り
、

「
我
々
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
世
界
で
は
な
い
」
（
七
、
p
.
1
8
0
）
と
西
田
は
言

う
。
も
ち
ろ
ん
認
識
に
先
立
つ
意
志
の
立
場
を
表
明
す
る
と
い
う
の
で
も
な

い
。で

は
行
為
を
ど
う
説
明
す

れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う

か
。
「
綜
説
」
に

お
い
て

西

田
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め

る
。
「
我

々
が
行
為

す
る
と

い
ふ
こ
と

は
個
物

が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
而
も
個
物
が
絶
対

の
個
物
と
し
て

自
己
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
は
自
己
自
身
を
否
定
し
て
自
己
を
一
般
化
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
逆
に
一
般
が
自
己
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
即
ち
自
己

自
身
を
個
物
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
我

々
の
行
為
的
自
己
の
世
界
は

か
か
る

弁
証

法

的
一

般
者

の
自
己

限

定

と
し

て

考

へ
ら

れ

る
の

で

あ

る
」
（
七
、

ｐ
. １８０
）
と
。

「
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す

る
」
と

は
、
私
と
い
う
個
物
が
「
汝
」
つ
ま

り
他
の
個
物
を
認
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
を
知
る
こ
と
、
自
分
で
あ

る
こ

と
だ
。
こ
の
場
合
、
私
と
汝

は
絶
対

に
結
び
つ

か
な

い
独
立
の
も
の
で
あ
る

は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
「
私
は
汝

を
認
め
る
こ

と
に
よ
っ
て

私
で

あ
り
、

汝
は
私

を
認

め

る
事

に
よ
っ
て
汝

で
あ

る
」
（
七
、
ｐ
. ２６
６
）
と

い
う

否
定
的
関
係
、
西
田
の
言
葉
で
言
う
と
「
非
連
続
の
連
続
」
が
成
立
し
て
し

ま

っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。
こ
の
関
係
が
「
我

々
の
自
己
を
包
み
我
々
の

自
己
を
限
定
す
る
」
場
所

に
お

い
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
西
田
は
こ
の
場

所
を

「
表
現
の
世
界
」
と
も
呼
ぶ
。
こ
の
場
所
が
、
単
な
る

「
自
然
」
で
は

な
く
、
「
社
会
的
・
歴
史
的
」

に
形

成
さ
れ
た
世
界

だ
か
ら
で
あ

る
。
私

が

こ
の
一
般
的
な
世
界

に
お

い
て
あ
る
も
の
だ
と
自
覚
す
る
こ
と
が
。
私
と
い

う

「
個
物
」
の
自
己
否
定

に
よ
る

「
一
般
化
」
な
の
だ
。

こ
こ
ま
で
だ

っ
た
ら
、
「
私
」
の

知
の
自
己
展
開
と

い
う
説
明
で
済

ん
で

し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
西
田
は
ま
さ
に
個
物
の
一
般
化
が
同
時
に

「
一
般
の

個
物
化
」

と
し
て
経
験
さ
れ
る
事
態
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
己
限
定

す
る
世

界
が
、
私
が
自
分
自
身
を
普
遍

的
な
も
の
と
し
て
表
現
す
る
行
為

、

即
ち
「
個
物
の
一
般
化
」

に
お
い
て
、
逆
に
私
を
限
定
す
る
「
個
物
」
と
し

て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
れ
が
具
体
的
に
指
す
事
態
は
、
明

ら

か
に
際
立

っ
た
意
味

に
お

い
て

「
も

の
を
作
る
」

こ
と
、
「
も
の

が
作
ら

れ
る
」
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
真
の
自
己
表
現

は
、
具
体
的
な
も
の
を
通
じ

て
自
己
の
普
遍
化
を
試
み

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
制
作

に
他
な
ら
な
い
。

し

か
も
、
制
作
さ
れ
た
物
が
単

に
「
私
」

の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
歴

史
的
世
界
が

「
形
」
を
取

っ
た
も
の
と
し
て
経
験
さ
れ
、
そ
の

「
形
」
が
ま

た
我
々
を
拘
束
す
る
も

の
、
「
限
定
」

す
る
も
の
と
し
て

経
験
さ
れ

る
の
で

あ
る
。
従

っ
て
西
田
の
言
う

「
行
為
」
は
単
に
他
者

に
対
す
る
行
為
で
は
な
く
、



一

般

者

の
個

物

化

、

歴

史

的

世

界

を

体

現

す

る
存

在

者

に
関

わ

る

こ
と

を

意

味

す

る
。

そ

の
関

わ
り

が

「
も

の
を

作

る
」

こ

と

な

の
で

あ

る
。

今

言
及

し

た

「
綜

説

」

の
次

に
書

か
れ

た

「
現

実

の

世

界

の
論

理

的

構

造

」

と

い
う

論

文

の

終

わ

り

で

は

じ

め
て

「

ポ
イ

エ

シ

ス
の

世

界

」

と

い
う

言

い
方

が

出

て

く

る

が

、

ま

さ

し

く

以

後

の
西

田

に

と

っ
て

、

表

現

行

為

が

極

め

て

重

要

な

意

味

を

持

つ

の

で

あ

る
。

西

田

は

や

が

て

こ

の
事

態

を

、

歴

史

的

一

般

者

に

よ

っ
て

限

定

さ

れ

な

が

ら

、

個

物

の

自

己

決

定

に

よ

っ
て

新

た

な

世

界

が

開

か

れ

る

と

い
う

面

を

強

調

す

る

「
絶

対

矛

盾

的

自

己

同

一
」

と

い

う

術

語

で

語

る

よ

う

に

な

る

。

こ

の
事

態

に

お
け

る

「
個

物
」

の

あ
り

方

が

「
ポ

イ

エ

シ
ス
」

で

あ

り

、

そ

の

本

質

が

「
作

ら

れ

た

も

の

か
ら

作

る
も

の

へ
」

と

言

わ

れ

る

。

個
物

が

「
作

ら

れ

た
も

の
」

で

あ

る

と

い

う

の

は
。

過

去

の
歴

史

的

な
も

の

に

よ

っ
て

限

定

さ

れ

て

い

る
と

い

う

こ
と

だ

が
、

個

物

は

単

に
限

定

に
従

っ
て

自

分

の
存

在

を

繰

り

返

す

（
再

生

産
す

る
）

だ

け

で

は

な

く
、

限

定

を

超

え
て

「
作

る

も

の

」

だ

と

西

田

は

言

う
。

そ

れ

は
、

未

だ

「
環
境

的
」

で

あ

り

「
作

ら

れ

た
も

の

か
ら

作

ら

れ

た
も

の

へ
」

で

し

か
な

い

「
生

物

的
生

命

」

あ

る

い

は

「
動

物

」

に
対

比

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

西

田

の

「

ポ
イ

エ

シ

ス
」

概

念

も

、

ハ
イ

デ

ガ

ー
同

様

ア
リ

ス

ト
テ

レ
ス

を

意

識

し

て

使

わ

れ

て

い

る
の

は

確

か

で

あ

る

。

た
だ

し

、

そ

の
大

半

は
個

物

が

「
表

現

的

に

自

己

限

定

」

す

る

「
社

会

的

・
歴

史

的

世

界

」

を

表

す

名

称

と

し

て

、
「
単

な

る

ゲ

ネ

シ

ス
の

世

界
」
（
生

物

的

生

命

の
世

界

）

に

対
比
し
て
言
わ
れ
て
お
り
（
七
、
ｐ
.
３
０
１
ｆ
.
　
ｐ
.
３
３
８
）
、
『
形
而
上
学
』
第
七
巻
七

章
を
意
識
し

た
も
の
と
言
え

る
。
『
二
コ

マ
コ

ス
倫

理
学
』

に
よ

っ
て
プ

ラ

ク
シ
ス
と
の
対
比
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
後

の
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
西
田
が
殊
更

に
ポ
イ

エ

シ
ス
、
制
作
行
為
へ
の
着
目
を

場
所
の
論
理
の
具
体
化
、
直
接
化

に
際
し
て
必
要
と
し
た
の
は
、
当
初
一
般

者
の
自
己
限
定
と
し
て
考
え
ら

れ
た
「
場
所
の
論
理
」
を
「
個
物
」
の
立
場

を
含
め
て
考
え
直
す
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の

時
代
に
対
す
る
危
機
意
識
と
は
無
縁
で

は
な
か

っ
た
。
次
章
で

は
、
以
上
見

て

き
た
両
者
の
ポ
イ

エ
シ
ス
へ

の
問
い
が
、
現
代
の
技
術
と
い
う
知
の
形
態

に
直
面

し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
見
て
行
く
こ
と
に
し

た
い
。

二
　

ハ
イ

デ

ガ

ー
と
西

田

の

技

術

論

1
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論

ハ
イ

デ
ガ
ー
の
『
技
術
へ
の
問
い
』

の

メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
現
代
技
術
の

本
質
」

を
考
え

る
こ
と

、
ま
た
そ
の
「
可

能
性
」

を
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。

ま

ず
、
技
術

な
る
も
の

の
本
質

の
由
来
を
考
え

る
た

め
に
、
ギ

リ

シ
ア

的

「
ポ
イ

エ

シ
ス
」

の
理
解
が
吟

味
さ
れ
る
。
つ
ま

り
「
現
代
技
術
」

は
ギ
リ

シ
ア
的
技

術
か
ら
区
別
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
ギ
リ

シ
ア
的
技
術
と
同

じ
歴
史
内

の
出
来
事
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は

最
初
に
、
「

ポ
イ

エ
シ
ス
」
の
意
味
を
ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス
の
四
原
因

説
の
解

釈
を
通
じ
て
明
ら

か
に
す
る
。

物
の
存
在
理

由
を
「
質
料
因
」
「
形
相
因
」

「
目
的
因
」
「
始
動
因
」
と
い
う
四
つ
の
原
因
に
帰
着
さ
せ
て

説
明
す

る
考
え

方
の
元
に
は
、
原
因
（
a
i
t
i
o
n
）
と
は
そ
も
そ
も
「
他
の
も
の
に
責
め
を
負



う

、

責

任

を

持

つ
」

と

い
う

こ

と
だ

と

い
う

了

解

が

あ

る
と

ハ
イ

デ

ガ

ー

は

言

う

。

例

え

ば

「
銀

皿
が

用

意

さ
れ

て

い

る
」

こ

と

に
、

材

料

の

銀

、

使
用

目

的

、

皿

の

形

、

銀

細
工

師
が

共

々
責

め
を

負

っ
て

い

る

。

そ

し

て

。

ポ

イ

エ

シ

ス

と

は
プ

ラ

ト

ン

に

よ

れ

ば

「
未

だ
現

に

な

い
も

の

を
現

に

あ

る

よ

う

に
誘
い
出
す
事
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｎ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
）
」
「
出
来
さ
せ
る
こ
と
（
Ｈ
ｅ
ｒ
-
ｖ
ｏ
ｒ
-

ｂ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）
　
」
（
Ｖ
Ａ
，
　
ｐ
.
 
１
５
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
わ
る
人
間
の
知
の
形
態
が

「
テ

ク

ネ

ー

」

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

エ
ピ

ス
テ

ー

メ
ー

な

ど

と

並

ん

で

「

ア

レ

ー

テ

ウ

ェ
イ

ン

」
（
隠

れ

を

除

い

て

真

を

知

る

）

の

仕

方

と

言

わ

れ

て

い

た

（

二
コ

マ

コ
ス

倫

理

学

）
。

こ

の

「

ア

レ

ー

テ

ウ

ェ
イ

ン

」

を

ハ
イ

デ

ガ

ー

は
人

間

の

「
知

」

の

経

験

の
本

質

と

考

え

る

。

こ

の

よ

う

な

ギ

リ

シ

ア
的

制
作

観

の
提

示

に

よ

っ
て

、

ハ
イ

デ

ガ
ー

は

制

作

や

技

術

を

「
目

的

の
た

め

に

手

段

」

で

あ

る

「
人

間

の

行

為

」

と

定

義

す

る

常

識

的

な

理

解

に
対

し

別

の

理

解

の

通

路

を

示

唆

し

て

い

る
。

実

は

後

者

の

今

日

的

技

術

観

も

、

前

者

の

四

原

因

説

の

中

世

的

近

世

的

解

釈

（
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ
　ｅ
ｆ
ｆ
ｉｃ
ｉｅ
ｎ
ｓ

を

強

調

す

る

解

釈

）

の
産

物

で

あ

っ

た

こ

と

を

考
え

る

と
、

ハ
イ

デ

ガ

ー

は

こ

こ

で

『
存

在

と

時

間

』

で

批

判

し

て

い

た

「
被
制

作
性

と

し
て

の
存

在

」

観

を

脱

却
す

る

た

め

に
、
「
制

作

」

と

言

う

事

柄

自

体

の

捉

え

直

し

を

試

み

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

さ

て
、

で

は
現

代

技

術

は

ギ

リ

シ

ア
的

に

理

解

さ

れ

た

「
制

作

」

と

は

ど

う
違

う

か

。

ハ
イ

デ

ガ
ー

は

そ

れ

を

「

ア

レ
ー

テ

ウ

ェ
イ

ン
」

経

験

の
質

の

違

い

、

即

ち

何

を

「
真

」

と

し

て

経

験

す

る

か

の
違

い

に
見

る

。
「
現

代

技

術

を

支

配

す

る

隠

れ

の
除

去

（
Ｅ
ｎ
ｔ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
）

は
、

取

り

出

し

て

貯

蔵

さ

れ

得

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

供

給

を

自

然

に
要

求

す

る

よ

う

な

挑

発

（
Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
-

ｆｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
）

な

の

で

あ

る

」
（
Ｖ
Ａ

ｐ
． １
８
）
と

ハ
イ

デ

ガ
ー

は

言

う

。

そ

れ

は

も

は
や

ギ

リ

シ
ア

的

な

「
ポ

イ

エ
シ

ス
」

と

は

似

て

非

な

る
も

の

だ
と

言

う

。

「
挑

発

」

と

い

う

ア

レ
ー

テ

ウ

ェ
イ

ン

は

物

を

「
仕

立

て

る

（
ｑ

ｓ

ｌ

ｇ

）
」

と

い

う
性

格

を

持

つ

。

風

光

明

媚

な

ラ
イ

ン
川

は

今

や

電

力

供

給

の

た

め

に

利

用

さ

れ

う

る

も

の

と

し

て

仕

立

て
ら

れ

る
。

仕

立

て

ら

れ

る

の

は
川

ば

か

り

で

は

な

く

。

プ

ロ

ジ

ェ

ク
ト

に

関

わ

る
も

の

す

べ

て

が

「
仕

立

て
」

の
内

で
の
み
そ
の
「
座
（
S
t
a
n
d
）
」
を
持
つ
「
用
材
（
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
）
」
と
し
て
現

わ

れ

て

来

る

と

言

う

。

で

は

。

関

わ

る
人

間

も

「
人

的

資

源

」

と

な

る
時

、

仕

立

て

る

主

体

は

「
誰

」

な

の

か
。
明

ら

か

に
人

間

の

は

ず

だ

が

、

最
終

的

な

「
誰

」

が

は

っ
き

り

し

な

い
ま

で

に

な

っ

た
仕

組

み

の

作

動

状

態

、

そ
れ

が
「
集
立
（
G
e
-
s
t
e
l
l
）
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
「
集
立
」
状
態
に
至
っ

た
技

術

に
と

っ
て

は

、

も

は

や

そ

れ

が

「
目
的

の

た

め

の
手

段

で

あ

る

人

間

の
行

為

」

で

あ

る
こ

と

は
自

明

で

は

な

い

。

で

は

、
集

立

の
危

険

に
直

面

す

る
人

間

に
と

っ
て

い

か

な

る

知

の
可

能

性

が

開

か
れ

得

る

の

か
、
「
救

い
」

は
何

処

か
ら

齎

さ
れ

る

の

か

と

い
う

の

が

、

技

術

論

の

最

後

の

問

い
で

あ

る
。

以

上

の

よ

う

な
技

術

へ

の

問

い

に

お

い
て

ハ
イ

デ

ガ
ー

が

考

え

て

い

る
事

態

は

「
絶
対

矛

盾

的

自

己

同

一

」
的

事

態

で

あ

る
と

は

言

え

る

。

し

か

し
同

時

に

こ

こ

に

「
個

物

的

限

定

即

一

般
的

限
定

」

と

い
う

事

態

の

論

理

化

の
み

に
よ

っ
て

は

如

何

と

も

し

が

た

い
と

い

う
思

索

の
経

験

が

現

わ

れ

て

い

る

。

思

索

の

無

力

の

自

覚

が

あ

る

。

そ

こ

を

通

っ

た
上

で

、

集

立

の
支

配

と

い

う

歴

史

的

命

運

（
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉｃ
ｋ
）

に

お

け

る

「
自

由

」

と

い

う

、

い

わ

ば

「
個



物

的

限

定

」

を

問

う

の

が
（

イ

デ

ガ
ー

の

技

術

論

の

独

自

性

と

言

え

る

だ

ろ

2
　
西
田
の
技
術
論

で

は

次

に
、
「
絶

対

矛

盾

的

自

己

同

一

の

世

界

」

の

立

場

か
ら

「
技

術

」

の

本

質

は

ど

う

考

え

ら

れ

る

か

を

見

て

お

き

た

い
。
「
絶

対

矛

盾

的

自

己

同

一

」

に

続

く

「
経

験

科

学

」

と

い

う

論

文

に

お

い
て

、

西

田

は

「
科

学

的

経

験
」
を
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
の
「
操
作
」
概
念
を
手
が
か
り
に
論
じ
て
い
る
が
、

そ

れ

が

「
科

学

」

を

「
技

術

」

の

問

題

と

し

て

論

じ

る
こ

と

に

も

な

っ
て

い

る

。

ブ

リ

ッ
ジ

マ

ン
の

議

論

と

い

う

の

は

、

物

理

的

概

念

は

「
物

」

そ

の

も

の

の

性

質

で

は

な

く

、
「
物

理

的

操

作

」

に

相

対

的

だ

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

た

と

え

ば

物

理

学

上

の

「

長

さ
」

も

「
時

間

」

も

。

測

定

観

察

す

る

操

作

体

系

に

相

対

的

に

規

定

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

と

い

う

例

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

西

田

は

こ

の

「
操

作

」

の

本

質

を

「
ポ

イ

エ

シ

ス
」

か

ら

考

え

る

。

物

理

学

的

探

究

は

「
物

」

に

関

わ

る

が

。

そ

れ

は

実

験

機

械

を

作

っ
て

実

験

す

る

と

い

う

一

連

の

制

作

活

動

な

し

に

は

な

い

。

ポ
イ

エ

シ

ス

は

「
単

に

心

像

を

作

る

こ

と

」

で

は

な

く

「

客

観

的

世

界

に

お

い

て

、

外

に

物

を

形

成

す

る

こ

と

」

で

あ

る
。

そ

こ

に

「
技

術
」

が

あ

る

、

と

西

田

は

言

う

。
（
九
、
ｐ
. ２
３
８
）
°

そ

し

て

こ

の

「
技

術

」

こ

そ
、
「
自

然

と

の

合

一

」

を
果

た

す

「
動

物

の

本

能

と

は

異

な

っ
た

」

人

間

独

自

の

存

在

様

式

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

の

独

自

性

を

、

西

田

は

「
身

体

」

に

着

目

し

て

提

示

す

る

。

西

田

は

「
身

体
」

が

あ

る

か

ら

制

作

に

着

目

す

る

の

で

は

な

く

、
「

制

作

的
な
る
か
ぎ
り
、
私
は
外
に
身
体
を
持
つ
」
（
九
,
　
ｐ
.
 
２
４
９
）
の
だ
と
言
う
（
九
、

p
.
 
２
６
９
参
照
）
。
こ
う
い
う
「
身
体
」
の
あ
り
方
は
「
生
物
的
身
体
」
と
は
異

な
る
。
動
物
の

「
身
体
的
存
在
」

と
の
違
い
は
「
技
術
の
持

ち
主

は
。
生
物

的
身
体
を
越
え
て
、
逆
に
こ
れ
を
道

具
と
し
て
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
」
（
九
、
p
.
2
4
2
)
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
「
持

ち
」
得
る
身
体
は
、
「
技
術
的
制

作
的
身

体
」
な

い
し

「
歴
史
的

身
体
」
（
九
、

ｐ
. ２４４
）
だ
と
言
う
。
西

田
は
こ
こ
で
単

な
る
心
身
分
離
を
考
え
て

い
る
の
で

も
、
心
身
合
一
を
考
え
て
い
る
の
で

も
な
い
。
こ
こ
に
も
ま
た
「
絶
対
矛
盾

的
自
己
同
一
」
が
あ
る
。
「
歴
史
的
形
成

作
用

に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
」

か
ぎ

り

「
我
々
の
身
体
は
ど
こ
ま
で
も
自
己

自
身
を
越
え
た
も
の
で

あ
る
」
と
同

時
に
、
こ
の
一
般
的
限
定
の
否

定
面
と
し
て

「
我
々
の
意
識
的
自
己
」
が
あ

り
。
「
我
々
は
ど
こ
ま
で
も
身

体
的
存
在
で

あ
り
な
が
ら
。
身
体

を
道

具
と

し
て

持
ち
、
こ
れ

に
世
界

を
映
す
、
即

ち

意
識
す

る
」
（
九
、
ｐ
. ２４
５
）
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
。
こ

の
身
体

を
道
具
と
す
る
意
識
面
が
増
長
の
極
に

お

い
て
、
身
体
的
な
も
の
を
超
え
、
否

定
す

る
に
至
る
こ
と
も
あ

る
と
言
う
。

抽
象
的
論
理
や
言
語
の
由
来
を
西

田
は
こ
こ

に
見
る
の
で
あ
る
。

西
田
は
、
科
学
的
探
究
の
本
質

を
「
操
作
」

に
見
る
が
、
そ
れ
を
直
ち
に

「
現
代
技
術
」
の
危
険
と
い
う
議

論
に
繋
げ
は
し

な
い
。
し

か
し
他
方
、
科

学
的
探
究
や
思
惟
の
理
論
が
「
身
体
的

な
も

の
」
を
超
え
る
可
能
性
を
持
ち

な
が
ら
も
真
実
性
を
持
つ
と
し
た
ら

、
そ
れ

は
「
技
術
的
に
行
為
的
直
観
の

身
体
的
世
界
と
結
合
す
る
」
場

合
で

あ
り
、
そ
う
い
う
「
操
作
的
立
場
」
を

失

え

ば

「
抽

象

的
た

る

を
ま

ぬ
が
れ

な

い
」

と

も

述

べ
て

い
る

（
九
、

p
.
2
4
5
）
。
そ
し
て
ま
た
、
「
身
体
を
道
具
と
し
て
物
を
作
り
」
そ
の
「
作
ら
れ



た
も
の
に
自
己
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
が
結
果
と
し
て

「
身
体
的
存
在
と
し

て
の
自
己
を
否
定
し
て

い
く
」
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と

に
「
人
生
の
深

い
矛
盾
」
が
あ
る
、
と
も
言
っ
て
い
る
（
九
、
ｐ
．
２
４
９
）
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
ほ
ど

で
は
な

い
に
せ
よ
。
西
田
も
ま
た
「
集
立
」
的
危
険
を
こ

の
よ
う

に
表
現
し

た
と
言
え
る
の
で

は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の

「
深

い
矛
盾
」
は
ま

さ
に
身
体
的
存
在
を
否
定
し
か
ね
な
い

「
思
索
」
の
も
の
で
も
あ

っ
た
は
ず

だ
。

終

わ

り

に

―
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス
、
テ
オ
リ
ア

ハ
イ
デ

ガ
ー
と
西
田
に
と

っ
て
の
「
ポ
イ

エ
シ
ス
」
問
題
と
、
そ
の
本
質

を
考
え
る
た
め
の
試
金
石
と
な
る
「
技

術
論
」

を
見
て
き
た
。
両
者
が
一
見

異

な
る
課
題
を
抱
え
な
が
ら
導
か
れ
た
同

じ
問
題
場
面
は
、
ま
さ
に
我
々
の

こ
の
時
代
に
固
有
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

技
術
の
進
歩
が

「
我
々
」

に
齎
し
た

知
は
計
り
知
れ
な

い
ほ
ど
多
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
技
術

に
関
わ
る
我
々

自
身
を
知

っ
て

い
る
の
か
。
確
か
に
制
作
行
為
を
通
じ
て
我

々
は
自
己
を
知

る
。
何
よ
り
も
、
も
の
へ
の
制
作
的
な
関
わ
り
に
お

い
て
最
終
的
完
成
は
な

い
と
い
う
有
限
性
を
知
る
。
こ
れ
は
完
成
態
を

「
見
る
」
こ
と

に
基
づ

い
て

「
言
明
」
を
真
理
の
場
所
と
し

た
思

想
形
態

へ
の
批
判

に
な
る

だ
ろ
う
。
し

か
し
、
す
べ
て
の
知
を
ポ
イ

エ
シ
ス
か
ら
考
え
得
る

か
ど
う

か
に
つ
い
て
は

疑
う
余
地
が
あ
ろ
う
。
も
う
一
度
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
的
な
知
の
分
類
が
顧
み

ら

れ
て
よ

い
の
で

は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
今
日

に
お
け
る
技
術
と
倫
理

技

術

と

哲

学

の
関

係

を

問

う

手

が

か

り

に

な

る
と

思

わ
れ

る

。

最

後

に

、
こ

の

二

つ
の

関

係

を

ハ
イ

デ

ガ
ー

と
西

田

は

ど

う
考

え

た
か

を

見

て

お
き

た

い
。

ハ
イ

デ

ガ

ー

は

『
存

在

と

時

間
』

で

の

本

来
的

実

存

の

分

析

に

お

い
て

、

プ

ラ

ク

シ

ス

の
徳

た

る
プ

ロ
ネ

ー

シ
ス

を

意

識
し

て

い
た

と

考

え
ら

れ

る
が

、

『
哲

学

へ

の
寄

与

』

以

後

の

時

期

に
は

プ

ロ
ネ

ー

シ

ス

に

つ

い

て

は

ほ

と

ん

ど

言

及

せ

ず

、

ポ
イ

エ

シ

ス
の

徳

た

る

テ

ク

ネ

ー
と

哲

学

知

た

る

ソ

フ

ィ

ア

の

関

係

の

み

を

考

え

て

い

る

よ

う

に

見
え

る

。
こ

れ

に
対

し

て

、
西

田

は
最

晩

年

に
ポ

イ

エ

シ

ス
と

プ

ラ

ク

シ
ス

の
関

係

を
問

題

に
し

た

。

西

田

は

プ
ラ

ク
シ
ス
を
「
物
を
作
る
自
己
を
作
る
こ
と
」
（
十
、
p
.
1
4
1
)
と
ポ
イ
エ
シ
ス

的

定

義

を

す

る
一

方

で

、

ポ

イ

エ

シ
ス
と

プ

ラ

ク

シ

ス
の

関

係

は
矛

盾

的

自

己
同
一
的
関
係
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
言
う
。
西
田
に
よ
れ
ば
、
「
ギ
リ

シ
ア

の

社

会

」

で

は

「
プ

ラ

ク

シ
ス

は

ポ
イ

エ

シ

ス

に
即

し

て

い

た
」

の

で

、

真
の
プ
ラ
ク
シ
ス
も
、
真
の
「
個
人
」
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
（
十
．
1
6
1
)
、

「
個

物

的

多

の

自

己

限

定

」

と

い

う

プ

ラ

ク

シ

ス
が

ポ

イ

エ

シ
ス

に

対

立

し

て

は

じ

め

て

「
矛

盾

的

自

己

同

一
」

的

な
社

会
が

実

現

す

る

。

そ
し

て

そ

の

プ

ラ

ク

シ

ス
と

は

。
「
個

物

的

多

の
自

己

限
定

」

即

「
絶

対

者

の

自
己

限

定

」

と

い
う

経

験

で

あ

る

（
十
、
ｐ
．１
５
３
ｆ
.参
照
）
。

こ

れ

は

ポ

イ

エ

シ

ス
の

論

理

と

同

型

で

あ

る

が

、

疑

問

が

残

る

の

は

。
「
私

と

汝

」

に

お

い

て

考

え

ら

れ

る

「
絶

対

の

他

」

が

こ

の

論

理

で

十

分
顧

み

ら

れ

る

の

か
と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

プ

ラ

ク

シ

ス
と

は

ま

さ

に

他

者

に

直
面

し

て

自
己

を

作

る

こ

と

で

あ

ろ

う

か

ら

で

あ

る

。

ハ
イ

デ

ガ

ー
と

西

田

両

者

の

技

術

論

に

お

い
て

暗

に
問

わ

れ

て

い

た
も

う



一

つ

の

こ

と

は

、

哲

学

知

と

技

術

の

関

係

で

あ

ろ

う

。

技

術

の

「

本

質

」

を

問

う

と

い

う

ハ

イ

デ

ガ

ー

の

言

葉

は

ま

さ

に

技

術

的

な

も

の

で

は

な

い

哲

学

の

立

場

を

示

し

て

い

る

。

「

集

立

」

に

至

っ

た

技

術

に

と

っ

て

の

救

い

は

「

芸

術

」

に

求

め

ら

れ

る

と

い

う

の

が

彼

の

技

術

論

の

結

論

で

あ

る

が

、

そ

こ

か

ら

詩

作

（

芸

術

）

と

思

索

（

哲

学

）

の

関

係

へ

の

問

い

が

出

て

く

る

の

は

明

ら

か

で

あ

る

。

西

田

の

技

術

論

で

問

題

に

な

っ

て

い

た

脱

身

体

性

は

、

哲

学

と

技

術

の

関

係

を

別

の

角

度

か

ら

照

ら

し

出

す

。

技

術

の

真

実

性

を

保

持

す

る

「

操

作

的

立

場

」

に

あ

た

る

も

の

は

哲

学

に

お

い

て

は

何

な

の

か

、

哲

学

的

真

理

の

基

準

と

は

何

な

の

か

、

と

い

う

問

い

が

こ

こ

に

潜

ん

で

い

る

。

ポ

イ

エ

シ

ス

へ

の

問

い

に

お

い

て

こ

そ

、

哲

学

の

可

能

性

が

問

題

に

な

る

の

で

あ

る

。

参

照

文

献

（

と

そ

の

略

号

）

ｎ

ｅ

ｉ
ａ

ｅ
ｇ

ｇ

ｅ

ｒ
　

ｏ
Ｔ

ｈ
ａ

ｎ

ｏ

ｍ

ｅ
ｎ

ｏ

ｌｏ

ｇ

ｉｓ
ｃ

ｈ
ｅ

 

Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｐ

ｒ
ｅ

ｔ
ａ

ｔ

ｉｏ

ｎ

 

ｚ
ｕ

 

Ａ

ｒ

ｉｓ

ｔ
ｏ

ｔ
ｅ

ｌ
ｅ
ｓ
"

Ｄ

ｉ
ｌ
ｔ

ｈ
ｅ
ｙ

　
Ｊ
ａ

ｈ
ｒ

ｂ
ｕ

ｃ

ｈ

，
　
Ｂ

ａ
ｎ

ｄ

　
６

，
　
１

９
８

９

，

Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
,
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
,
　
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｙ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
…
（
S
Ｎ
）

Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
,
　
Ｇ
ｅ
ｓ
a
m
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
　
Ｂ
ｄ
.
…
（
G
A
）

Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
,
　
Ｖ
ｏ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｓ
Ｓ
ｔ
ｚ
ｅ
…
（
V
A
)

西

田

幾

多

郎

『

善

の

研

究

』

岩

波

文

庫

…

（

善

）

西

田

幾

多

郎

全

集

に

関

し

て

は

巻

数

を

漢

数

字

で

、

頁

数

を

数

字

で

示

す

。

例

（

七

、

p
…
）

（
1
）
　
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ゲ
ラ
ー
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
タ
大
学
の
総
長
を

辞

し

た

後

「

ヘ

ル

ダ

ー

リ

ン

に

よ

る

真

の

革

命

」

を

求

め

、

芸

術

に

「

神

的

な

も

の

そ

の

も

の

を

歴

史

の

内

に

立

て

る

」

可

能

性

を

見

た

の

だ

と

言

う

。

ま

た

芸
術
作
品
論
文
で
ゴ
ッ
ホ
の
靴
に
言
及
し
た
の
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ゴ
ッ
ホ
の

手

紙

を

読

ん

で

、

農

夫

の

靴

が

農

民

戦

争

時

の

も

の

で

「

社

会

革

命

の

象

徴

で

あ

っ

た

こ

と

を

知

っ

て

い

た

か

ら

」

だ

と

言

う

。

（

ペ

ゲ

ラ

ー

著

、

持

田

誠

訳

、

「

現

代

芸

術

に

つ

い

て

」

『

理

想

』

六

五

七

号

、

一

九

九

六

年

、

ｐ
.
　１
４
６
）

（

２

）
　

西

田

に

お

い

て

「

個

物

の

相

互

限

定

」

の

側

面

の

分

析

が

「

一

般

者

の

自

己

限

定

」

の

分

析

に

比

べ

て

「

総

論

的

」

な

も

の

に

留

ま

る

こ

と

が

。

西

田

の

実

践

概

念

を

観

想

的

心

境

的

な

も

の

に

し

て

い

る

と

指

摘

す

る

の

が

、

小

坂

国

継

著
『
西
田
幾
多
郎
―
そ
の
思
想
と
現
代
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九

九

五

年

）

で

あ

る

（

三

〇

六

頁

以

下

）
。

氏

は

こ

の

側

面

の

「

具

体

的

」

分

析

を

進

め

る

こ

と

が

西

田

哲

学

の

本

質

的

継

承

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

（

三

一

〇

頁

）
。

こ

の

よ

う

な

具

体

的

な

実

践

の

領

域

を

技

術

的

「

生

産

」

や

「

労

働

」

の

領

域

か

ら

区

別

し

て

そ

の

復

権

を

諮

る

論

者

に

ハ

ン

ナ

ー

ア

レ

ン

ト

が

い

る

が

（
Ｈ

ａ
ｎ
ｎ
ａ

ｈ
　
Ａ

ｒ
ｅ
ｎ

ｄ
ｔ
,
　
Ｔ

ｈ
ｅ

　
Ｈ
ｕ
ｍ

ａ
ｎ

　
Ｃ
ｏ
ｎ

ｄ
ｉ
ｔ
ｉｏ
ｎ

参

照

」
、

こ

れ

ら

の

問

題

を

継

承

し

考

え

て

行

く

際

に

も

、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的

な

知

の

三

区

分

解

釈

の

歴

史

的

経

過

に

つ

い

て

考

慮

し

て

お

く

必

要

が

あ

ろ

う

（

望

月

太

郎

『

技

術

の

知

と

哲

学

の

知

』

世

界

思

想

社

、

一

九

九

六

年

を

参

照

）
。

（

さ

が

ら

・

つ

と

む

、

哲

学

、

東

洋

大

学

助

教

授

）
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